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【目的】精神疾患は受診の遅れが予後に関連するため（Oguchi et al., 2014）、発症前から精神科受診

抵抗感を下げることが重要である。メンタルヘルスリテラシーや医療従事者との関係構築が、精神科

受診抵抗感を低下させることが示唆されている（Gulliver et al., 2010）が、一般成人を対象とした研

究は十分ではない。そこで本研究では、一般成人を対象に医師への信頼度とうつ病リテラシーによる

精神科受診抵抗感の差異を検討する。 

【方法】一般成人 672 名（男性 324 名、女性 346 名、その他 1 名、未回答者 1 名、平均年齢 36.82 

± 27.18 歳うち未回答者 2 名）を対象と した。フェイスデータ、短縮版 Wake Forest Physician 

Trust Scale 日本語版（Oguro et al., 2021）、MCQ-DL 日本語版  short-form (Kashihara & 

Sakamoto, 2018)、精神科受診抵抗感尺度（田中・堀，2021）について、対面配布およびネット調査

によって回答を求 めた。本研究は早稲田大学「人を対象とする研究に関する倫理審査委員会」の承認

を得て実施された（承認番号：2024-286）。 

【結果】うつ病リテラシーと医師への信頼度について、得点の中央値を基準に両変数を高群・低群に

分割し、精神科受診抵抗感を従属変数とした二要因分散分析を実施した。うつ病リテラシーと医師へ

の信頼度の有意な交互作用が示され(F  (1, 668) =  5.44, p ＜ .05)（Figure 1）、医師への信頼度高

群のみうつ病リテラシー が高いことで精神科受診抵抗感が有意に低いことが示された。 

【結論】うつ病リテラシーと医師への信頼度の有意な交互作用が示され、うつ病リテラシーの高さが

精神科受診を促進し（小池・伊藤， 2012）、医療従事者との関係構築経験が受診抵抗感を下げる

（Gulliver et al., 2010）という先行研究の結果が支持された。病気に関する知識のみならず治療者と

の関係性を構築することで受診の動機づけが高まると考えられる。本研究は、JST 次世代研究者挑戦

的研究プログラム JPMJSP2128 の支援を受けている。 
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